
 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

九条北小学校 校長室だより 

                  
令和２年８月５日 NO.５０ 

昭和 20 年７月 26 日午前 9時半頃、当時小学生だった Oさんは、

米陸軍の戦略爆撃機 B29 が、単独で大阪上空に現れるのを見たそ

うです。「空襲警報は鳴らんかった。空襲にしては様子が違うなぁ

と思っていると、パラシュートで何か落としてすぐ引き返してい

った。パラシュートの音かな？ 風を切るゴーッという音が耳に

残っている」という。それは地上に落下する前に、空中で炸裂した。 

戦後に判明したことですが、Oさんが目撃したのは原爆の投下訓

練で、米軍は 5 トン爆弾を「模擬原爆」として、シミュレーションをして

いたのです。東住吉区に投下された模擬原爆は田辺国民学校（現田

辺小学校）の北側上空で炸裂。その真下にあった料亭「金剛荘」が全

壊し、田辺国民学校も大きなダメージを受けました。このときの被

害は死者 7 名、重軽傷者 73 名、倒壊家屋 485 戸、罹災者 1645 人

とされています。模擬原爆が炸裂した直後の様子を、別の場所から

見ていた人がいます。当時小学生だった T さんはちょっと変わっ

た現象を目撃しています。「衝撃波っていうんですかね。それが道

なりに走っていった跡でしょうか、こんなこともあるんだなぁ

と。」道路に沿って建てられている家に、衝撃波が反射しながら走

り、その衝撃波で窓が割れる。ところが真向いの家の窓は割れてお

らず、その隣の家の窓が割れている。その繰り返しで、道路沿いに

建っている家の窓が割れたり割れていなかったりという現象が、

千鳥型に現れたという。 

模擬原爆の投下は 7月 20 日に始まって、終戦までに北海道を除

く全国に 49 個投下（海中投棄 1個を含む）されたことが分かって

います。8 月 14 日には愛知県に 2 回投下され、うち春日井市には

いっぺんに 4 個も投下された。これもシミュレーションだったと

すれば、終戦が遅れていたら 3 個目の原爆投下があったかもしれ

ません。東住吉区の爆心地から約 200ｍのところにある恩楽寺は当

時、本堂の背後から爆風を受けて、わずかに傾きが生じた。それが

現在も、そのままになっている。ここでは毎年 7月 26日に「7.26

田辺模擬原爆追悼実行委員会」の主催で追悼式が行われています。 

★ 知っていますか「模擬原爆」のこと…広島・長崎の前に、日本各

地で投下訓練 大阪に今も残る被害の跡 ★ （WEB ニュース） 

広島・長崎が人類史上初の核攻撃を受けた日から、今年で 75

年。原子爆弾が投下された日は日本人なら誰もが知っています

が、その約 2 週間前から、米軍が 5 トン爆弾を使って原爆を投

下する訓練を日本上空で行っていたことを知る人は、意外に少

ないのではないでしょうか。 

大阪市の南部に位置する東住吉区は当時、都市の中心部から

離れた農村地帯でした。そのため空襲による被害は、市の中心

部に比べると軽く済んでいます。「防空壕は一応つくってあり

ました。夜間の空襲なら、防空壕に入るより、畑に出てじっと

してるほうが安全でしたな。畑には灯りがまったくないから、

攻撃を受けへんのです」と話していた。しかし、このあたりの

地域がまったく無傷だったわけではなく、南港通りから南側一

帯には大きな被害を受けました。 

「模擬原爆」 

知っていますか？ 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.city.hakusan.ishikawa.jp/data/open/cnt/3/3638/1/kusa.png&imgrefurl=http://www.city.hakusan.ishikawa.jp/kankoubunkasportbu/ixtuki/ikkifolda/ikkoikkirekisikantomonokai.html&tbnid=D6shCpM6YTTdrM&vet=10CAMQxiAoAGoXChMIwI789sPL6AIVAAAAAB0AAAAAECs..i&docid=i86pK5ZqzVt41M&w=1682&h=221&itg=1&q=%E7%84%A1%E6%96%99%E3%80%80%E7%BD%AB%E7%B7%9A&hl=ja&ved=0CAMQxiAoAGoXChMIwI789sPL6AIVAAAAAB0AAAAAECs

